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■会期：９月２４日（木）まで　好評開催中
　　　　　　　　　　  　（９月２１日を除く月曜日は休館）

展示替え休館のお知らせ　９／２５～１０／２
次回展示：特別公開　初版本「解体新書」
 小田野直武・佐竹義躬生誕２６０年記念企画展 展示と併せ、
 小田野直武の筆による「解体新書」を公開します。
　■会期：１０月３日～１１月８日（期間中、休館日なし）
　■問合せ：新潮社記念文学館 ＴＥＬ(４３)３３３３

■会期：１０月２５日（日）まで　会期中は無休
■会場：角館樺細工伝承館
■開館時間：午前９時～午後５時（入場は午後４時３０分まで）

■問合せ：角館樺細工伝承館　ＴＥＬ（５４）１７００

■問合せ：男鹿和雄出版記念「秋田、遊びの風景」展
　　　　　実行委員会 ＴＥＬ（５４）２０３３

■問合せ：角館町平福記念美術館　ＴＥＬ（５４）３８８８
※企画展開催中 「現代ヨーロッパ絵画展　－エコール・ド・パリから抽象芸術まで－」
■会期：９月２７日まで（会期中無休）

　のどかな田園風景と懐か
しい子どもたちの遊びを思い
出してください。

　樺細工の模様は、印籠に漆で模様を描いたのが始まりでし
た。そして明治３０年代に黒沢清太・経徳斐太郎によって考案
された「木地もの」（下地に板を用い、硯箱や文箱などを作る技
法）が盛んになると、製品が大型化し、それに併せて樺細工の
模様も飛躍的に進歩しました。この頃の模様付けは、樺に樺を
貼り重ねる方法で、特にコルク質の二度皮がその下地によく
使われ、山水花鳥などを写実的に描いています。また戦時中、
民芸運動家柳宗悦の提唱も
あり、樺細工の模様は次第に
亀甲・市松・網代（あじろ）・モザ
イクなどの幾何学模様を取り
れるようになりました。この度は
長い伝統の中で磨き上げられ
た樺細工の中から、模様付け
の作品を中心に展示し、その
歴史の一端を探るものです。
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小田野直武・佐竹義躬生誕２６０年記念企画展小田野直武・佐竹義躬生誕２６０年記念企画展小田野直武・佐竹義躬生誕２６０年記念企画展
■会期：１０月３日（土）～１１月８日（日）
　　　 （会期中は無休）
■開館時間：午前９時～午後５時まで
　　　　　（入館は午後４時30分まで）

■会場：角館町平福記念美術館
■入館料：大人３００円　小人２００円
　　　　 ＊２０名より団体割引有り
■出品予定作品：秋田蘭画作品  約２５点

石川大浪・孟高「ファン・
ロイエン筆花鳥図模写」
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男鹿和雄出版記念「秋田、遊びの風景」展

ファン・ロイエン（生没年不詳、１８世紀）　ウイレム・ファン・ロイエン（Willem Van Roijen）については、
諸説があり、一説はオランダのハーレムに１６５４年に生まれ、１７２８年に没した。プロシャ王国（ドイツ）の宮廷
画家で、ベルリンに住み、ベルリンとボツダムで画家として活躍したという。もう一つはアムステルダムの画家で、
１７１４年以降に作画活動をし、１７７３年から１７９２年の間に亡くなっている説がある。
　享保７年（１７２２）に八代将軍徳川吉宗は、洋書輸入禁止の緩和に続いて、長崎奉行に中国画・西洋
画の輸入を命じた。唐画として沈南蘋の画が、蘭画としてファン・ロイエンの油絵が輸入された。その大作の
油絵は、江戸本所亀戸の五百羅漢寺に御下賜品として飾られ、江戸名物になるほど評判を呼ぶ。この絵を
石川大浪・孟高の兄弟が寛政８年（１７９６）５日がかりで模写した。
石川大浪 明和２年～文化１４年（１７６５～１８１７）　江戸後期の洋風画家で、名を乗加 、通称七右衛
門、号を大浪、薫松軒などという。幕府の旗本で、大番（江戸幕府の組織の一つ）の組頭を勤め江戸本所
に住み、蘭学の知人・友人に恵まれ、西洋画に憑かれるようになったと思われる。画は狩野派に学び弟孟
高と共に洋学を研究した。号の大浪はアフリカの喜望峰の大浪山（Tafel Berg）からとっていて、サインとし
てオランダ語を使っている。代表作に大浪・孟高の「花鳥図」や「杉田玄白像」が広く知られている。
石川孟高 （生没年不詳）　孟高は大浪の弟で、名を乗備、通称甲三郎といい、号をオランダ語でルーウ・
ベルグ（Leeuw Berg）、孟高という。Leeuw Bergは獅子山の意味でそれから孟高となる。獅子山は大浪山
のそばのやや低い山であることから、大浪の弟ならではの号である。

第１会場 新潮社記念文学館：額装・スケッチ等２０点以上ほか
第２会場 西宮家：男鹿和雄小品展ほか

２２～２３日　生保内節全国大会   入場無料
特別ゲスト 第２回大会優勝者 熊谷 信子
　　　　　第１３回大会優勝者 小沼芳之助
　　　　　第２３回大会優勝者 浅野 晴香
 ２２日：午前９時開会〔一般の部予選・アトラクション〕
 ２３日：午前９時開会〔年少者の部、一般の部
　　　準決勝・決勝、アトラクション、表彰式〕
■問合せ：仙北市民会館　TEL（４３）３１４３

■会期：９月１３日（日）まで 同時好評開催中
役者絵の今昔展－幕末から現代－

小野東三作「蔦模様衝立」
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